
款 項 目

１　事業概要（令和６年度）

２　実施結果 (単位　円）

SDGsとの関連
該当なし

9ｲﾝﾌﾗ等

○

1貧困

10不平等

2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用

11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段

児童図書の貸出点数 児童図書の利用状況 点 24453 24931 27000

0 0 0

セカンドブック配布率 配布者数/対象者数 ％ 100 100 100

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和５年度 令和６年度 目標値

1,062,429

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和５年度 令和６年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

ブックスタート配布率 配布者数/対象者数 ％ 100 100 100

地方債

その他特定財源

一般財源 950,175 981,921 1,062,429

財源合計 950,175 981,921

981,921 1,062,429

会計年度任用職員等

事業費 262,636 286,327 331,572

950,175

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

内　　容

第四次湯河原町子ども読書活動推進計画に基づき、ブックスタートでは４か月児に、
セカンドブックでは小学校新１年生に対して本を贈呈し、また、ブックリストやたくさん
よんだね手帳の配布、子ども読書まつりの開催等により子どもが本に接し、読書に親
しむための機会の提供と環境づくりを行う。

コ
ス
ト

区  分 令和５年度（決算） 令和６年度（決算） 令和７年度（見込）

人
件
費

常勤職員 687,539

人件費合計 687,539 695,594 730,857

695,594 730,857

総事業費

ゆがわら2021 プラン
前 期 基 本 計 画

生涯を通じて学び豊
かな心を育むまちづく
り

生涯にわたる学
びの推進

家庭教育 家庭の教育力の
向上

④子どもたちに対す
るサービスの推進

関連する 個別 計画 第四次湯河原町子ども読書活動推進計画

４ Ⅰ １ （１）

令和７年度事務事業評価シート

平成17年度

令和７年８月28日

事 業 番 号 6290 担 当 課 等 図書館

事 務 事 業 名 子ども読書活動推進事業

会計 1 9 7 3 事 業 開 始 年 度予 算 科 目 コ ー ド

目　　的
図書と親しむきっかけを作り、乳幼児から学齢期の読書活動の基礎となる本を読む
習慣を定着させる。

対　　象 おおむね18歳以下

事務事業評価シート



３　令和６年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和８年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

関係部署と連携を図り、学校巡回文庫や、ブックスタート・セカンドブック事業、子ども
読書まつり等を実施し、子どもの読書活動の推進を図っていきたい。

令和８年度以降の
方向性

第四次湯河原町子ども読書活動推進計画に基づき、「学校図書館の活性化」、「うち
どく（家読）の推進」及び「本に接する機会の提供」を取組の重点としてさらに進めて
いく。

総 合 評 価 継続（現状維持）
第四次湯河原町子ども読書活動推進計画に基
づき、子どもが本に接し、読書に親しむための機
会の提供と環境づくりを引き続き行うこと。

総 合 評 価 継続（現状維持） 　引き続き読書の楽しさを伝えていく必要がある。

令和７年度の見直し
及び改善予定

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか ５
湯河原町子ども読書活動推進計画に基づき、子ども
の読書活動を推進することを目的としていることか
ら、町が直接実施すべきだと考える。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

４ 活字離れ等の傾向が見られる中、親子の読み聞か
せや、読書のきっかけを作った。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか ４ 図書に親しむきっかけ作りに加え、本を介した家庭

内でのコミュニケーションの増進が図られている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か ４ 小学校や保健センターと連携し、対象者を把握し実

施した。転入児童にも配布している。

令 和６ 年度 ま での
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

小学校においてブックトークを実施し、学校巡回文庫や学校司書と情報共有を図る
など学校図書館の活性化に寄与することができた。また、おはなし会などの読み聞
かせや子ども読書まつり等のイベントを開催し、子どもの読書活動のきっかけを作る
ことができた。

委託・指定管理
導入の可能性 3

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

子ども読書に関わる機関の連携を行政が中心となり調整しており、また、子
ども読書活動推進協議会が事業の推進を担っているため、事業は町が実
施する必要があると考える。

事務事業評価シート



款 項 目

１　事業概要（令和６年度）

２　実施結果 (単位　円）

SDGsとの関連
該当なし

9ｲﾝﾌﾗ等

○

1貧困

10不平等

2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用

11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段

人口１人当たりの貸出点数 年間総貸出点数/人口 点 4.6 4.4 5

0 0 0

0 0 0

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和５年度 令和６年度 目標値

4,970,678

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和５年度 令和６年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

年間図書購入点数 年間図書購入点数 点 1926 1997 2800

地方債

その他特定財源

一般財源 4,870,871 4,928,068 4,970,678

財源合計 4,870,871 4,928,068

4,928,068 4,970,678

会計年度任用職員等

事業費 4,018,169 4,069,262 4,068,335

4,870,871

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

内　　容 豊富で幅広い図書、視聴覚資料を収集し提供する。

コ
ス
ト

区  分 令和５年度（決算） 令和６年度（決算） 令和７年度（見込）

人
件
費

常勤職員 852,702

人件費合計 852,702 858,806 902,343

858,806 902,343

総事業費

ゆがわら2021 プラン
前 期 基 本 計 画

生涯を通じて学び豊
かな心を育むまちづく
り

生涯にわたる学
びの推進

生涯学習 図書館施設・運営
の充実

②図書館資料の充実

関連する 個別 計画 第四次湯河原町子ども読書活動推進計画

４ Ⅰ ４ （３）

令和７年度事務事業評価シート

平成12年度

令和７年８月28日

事 業 番 号 6268 担 当 課 等 図書館

事 務 事 業 名 図書館資料整備事業

会計 1 9 7 3 事 業 開 始 年 度予 算 科 目 コ ー ド

目　　的
多様化する町民のニーズに沿った図書館資料を収集し、利用者へ提供することによ
り生涯学習へ資する。

対　　象 町民及び図書館利用者

事務事業評価シート(2)



３　令和６年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和８年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

購入が難しい図書についても、他館との相互貸借制度を利用して、できるだけ利用
者のリクエストに応えるなど、図書館資料の提供を図っていきたい。

令和８年度以降の
方向性

図書館資料については、今後も町民のニーズを見極め、資料収集し提供する。

総 合 評 価 継続（現状維持）

図書資料の収集及び整備は、図書館の主幹業
務の１つであり、多様化する利用者のニーズに応
え、生涯学習に資するものであるため、引き続き
行うこと。

総 合 評 価 継続（現状維持）
　今後も町民のニーズを把握しながら計画的に整
備していく必要がある。

令和７年度の見直し
及び改善予定

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか ５ 教育や文化の醸成は、行政が直接、公的責任のもと
で行ったほうがよいと考える。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

５ 図書館資料の収集によって、幅広く多様なニーズに
応えることができたと考える。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか ４ 情報提供や文化的な生活を支えるものとして、図書

館資料は有効であると考える。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か ４

全町民を対象としており、乳幼児から高齢者まで幅
広い層のニーズに沿った資料を選定、収集してい
る。

令 和６ 年度 ま での
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

委託・指定管理
導入の可能性 3

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

窓口業務については既に民間事業者へ委託している。図書館の運営、選
書及び書籍等の購入については町直営で実施している。

事務事業評価シート(2)


